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研究成果の概要（和文）：高病原性H5N1鳥インフルエンザウイルスが、ヒトで効率よく増殖することに関与する
新規ウイルス因子を明らかし、更に、インドネシアにおける高病原性インフルエンザウイルス流行状況把握を目
的として、インドネシアの家禽からウイルスを分離し解析を行った。分離ウイルスは、全てH5N1であり、それ以
外の亜型ウイルスは確認されなかった。性状解析の結果、ヒト呼吸器上皮細胞での効率のよい増殖性やマウスで
の高病原性に関与するPB2遺伝子の変異やウイルス熱安定性に関与するHA遺伝子変異を新たに見出した。この成
績は、今後、パンデミックを起こしうるウイルスのリスク評価やパンデミックに対する事前策に有用な情報であ
ると考える。

研究成果の概要（英文）：To better understand how H5N1 influenza viruses could become to replicate 
efficiently in human respiratory epithelial cells, and to understand the current situation of highly
 pathogenic avian viruses circulating in Indonesia, we isolated influenza viruses from poultry in 
Indonesia and characterized them genetically and biologically. Sequencing analysis showed no highly 
pathogenic viruses other than H5N1 subtypes was detected in poultry in Indonesia. Biological 
analysis revealed that some PB2 mutations confer the efficient replication in human lung cells and 
high pathogenicity in mice to H5N1 viruses. We also found HA mutations that affected thermal 
stability of virus particles. The information obtained in this study improves our understanding how 
avian H5N1 virus become to replicate efficiently in humans and are also useful to prepare for a 
potential H5N1 pandemic.

研究分野：ウイルス学

キーワード： インフルエンザ
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１． 研究開始当初の背景 
 
アジアを中心に流行していた高病原性

H5N1鳥インフルエンザウイルスは、2003
年以降、中東、アフリカ、欧州にまで流行
は拡大した。多くの国で終息したが、エジ
プトやインドネシアでは、現在もなお、家
禽での流行が持続しており、ヒトへの感染
が起きている。幸い感染は単発的なもので
あり、ヒト間での効率のよい伝播は起きて
いない。 
鳥由来のウイルスが、ヒトで効率よく増
殖するためには、ウイルスのヘマグルチニ
ン（HA）にて、ヒト型レセプターの認識に
関わる変異を獲得することや、ウイルスの
ポリメラーゼがヒト細胞で効率よく働くこ
となどが重要であることが知られている。
特に、ウイルスのポリメラーゼ構成タンパ
ク質の 1つである PB2における、Q591K、
E627K、D701Nなどの変異がポリメラーゼ
活性に大きく関与することが分かっており、
実際に、ヒトから分離されたH5N1ウイル
スの多くの株にて、それらの変異が高頻度
に見られる。 
現在、エジプトの家禽で流行している

H5N1 ウイルスは、既に PB2-E627K を獲
得しており、ヒトで流行するポテンシャル
が高いと考えられており、パンデミックが
危惧されている。（実際に、エジプトでは
2015 年にヒトにおける小規模な流行が起
こり、1年で 130人以上が感染した。）一方
で、インドネシアでヒトや家禽から分離さ
れた株のほとんどで、Q591K、E627K、
D701Nが見られないことから、まだ同定さ
れていない適応変異がある可能性が考えら
れる。 
また、ある宿主由来のウイルスを、異な
る宿主に適応させると、HA 蛋白質のレセ
プター特異性に関わる部位以外に変異が多
数生じることが分かっているが、その意味
について詳細は不明である。PB2やHAに
起きる未同定のヒトへの適応変異を同定し、
ヒトへの適応メカニズムを明らかにするこ
とは、今後、ヒトでパンデミックを起こし
うるウイルスのリスク評価を行い、パンデ
ミックに対する事前策を講じる上で重要で
ある。 

 
２． 研究の目的 
 
H5N1 ウイルスがヒトで効率よく増殖
するために重要な因子を新たに同定す
ること、更に、インドネシアにおける高
病原性鳥インフルエンザウイルスの流
行把握を目的として、インドネシアの家
禽や豚検体からウイルスを分離し、遺伝
子解析および性状解析を行うことで、流
行状況を理解し、ヒトで効率よく増える
ようになる適応メカニズムの解明を行
う。 

 

３． 研究の方法 
 
（１） インドネシアの養鶏場や小規模農
場、と殺場などで家禽や豚などから採取
した検体から分離したウイルスについ
て、ヒト呼吸器上皮細胞で効率よく増殖
する株やマウスにおける高い病原性を
示す株がいないか調べる。 

 

（２） ヒト呼吸器上皮細胞で効率よく増
殖し、マウスにおける高い病原性を示す
インドネシア株について、リバースジェ
ネティクス法を用いて変異ウイルスを
作製し、その原因因子を特定する。 

 

（３） レセプター特異性に関与しない位
置にあり、ヒト適応に関与すると思われ
る HA 変異について、リバースジェネテ
ィクス法を用いて変異ウイルスを作製
し、ヒト呼吸器上皮細胞での増殖性や膜
融合活性、ウイルスの熱安定性への影響
を調べる。 

 

（４） インドネシアの家禽や豚から分離
ウしたイルスの遺伝子解析を行うこと
で、他の高病原性インフルエンザウイル
ス (H5N6,H5N8 など)がインドネシア国
内への流入していないか、等について調
べ流行状況を把握する。 
 

 
４．研究成果 
 
（１） 2010 年から 2016 年に、インドネシ
アの家禽や豚から採取した検体から分
離した H5N1 ウイルスについて解析した
ところ、2012 年分離株（clade2.1.3）の
中に、既知の変異を獲得しておらず、ヒ
ト呼吸器上皮細胞で効率よく増殖し、マ
ウスにおいて高い病原性を示す株が存
在していた。 
 
（２） 上記ウイルスに見られる変異を
様々な組み合わせで有するウイルスを、
リバースジェネティクス法を用いて作
製し、ヒト呼吸器上皮細胞での増殖性や
マウスでの病原性を比較解析したとこ
ろ、PB2 遺伝子のユニークな変異２つが、
ヒト細胞での高い増殖性やマウスでの
高い病原性に関与することが明らかに
なった。その２つの変異によるウイルス
ポリメラーゼ活性への影響が見られな
かったことから、ポリメラーゼ活性向上
とは異なるメカニズムで、高い増殖性に
寄与しているものと推測された。 

 

（３） 様々なクレードの H5 ウイルスおよ



び、ヒトの季節性ウイルスの HA に見ら
れる特徴的な変異をデータベースで調
べ、更に、正常ヒト呼吸器上皮細胞での
増殖過程で、異なるクレードに属する
H5N1 ウイルスの HA（レセプター特異性
に関与しない位置）に共通して起きた変
異に注目し、解析を行った。その結果、
解析した HA 変異は、ヒト呼吸器上皮細
胞での増殖性や膜融合活性には関与し
ないが、熱安定性に関与することが明ら
かになった。 

 

（４） インドネシアの検体から分離した
ウイルスの遺伝子解析を行った結果、全
てが、H5N1 亜型であり、H5N6 や H5N8 な
どは分離されなかった。現在、インドネ
シアの家禽では、H5N1 ウイルスが流行を
続けていると考えられた。 

 

以上より、PB2 における、ヒト呼吸器上皮
細胞での増殖性やマウスでの病原性に関わ
る新規変異を同定した。また、HA 遺伝子にお
いて、ウイルスの伝播性に重要と考えられる、
熱安定性向上に関与する変異を同定した。そ
れらの情報は、H5N1 ウイルスに限らず、今後、
パンデミックを起こしうるウイルスのリス
ク評価やパンデミックに対する事前策に有
用であると考える。 
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